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目

ヨた

向
書
の
虞
夏
蓄
に
見
付
れ
た
る
経
済
思
想

酒
の
専
費
に
就
き
て

7
l
ル
ク
ス
の
認
識
論
原
理

資我農椛
本園業民t

蓄工生。〉
積業産一|相
率けにげに界
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異盆:午 fz
:左業的 zi主
聞の分
定 E菱化
資存
本・ナに垂
る閲直

一的
研分
究化

中
央
銀
行
先
換
準
備
検
討

貨
常
需
要
と
貨
備
の
流
通
速
度

植
民
地
時
代
米
闘
の
土
地
保
有
制
度

米
闘
の
謝
玖
馬
投
資
と
そ
の
影
響

法
皐
博
士

法
撃
博
士
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「
宥
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-
Z
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士

経
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士

経
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経
済
畢
士

帽
相
務
撃
士

岬
開
務
且
干
士

経
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発
税
馳
以
下
の
小
額
所
得
者

経
皆
撃
の
基
礎
概
念
た
る
資
本
、
企
業
及
経
替

肘
田
沖
利
勝
十
に
就

t

漁
村
更
生
策
に
快
け
る
問
迎

人
口
粗
密
の
原
阿
概

徳
川
時
代
に
沿
け
る
植
民
的
思
想

へ
l
ゲ
ル
市
民
枇
曾
論
と
経
尚
早

恐
慌
と
蓄
積
と
納
氏

北
海
道
鯨
漁
業
に
現
存
の
漁
揚
賃
貸
桁
闘
係

我
闘
に
於
け
る
植
民
政
策
事
の
発
建

ク
レ
ル
ゥ
キ
ア
に
就
い
て

山
本
美
越
乃
博
士
年
譜
及
著
書
論
文
目
銘

経
済
問
イ
博
士

向
山
尚
早
博
士

鶴
市
川
県
十
噂
士

経

済

県

士

法
堅
博
士

経
済
事
博
士

経
湾
問
山
イ
博
士

経
時
間
曲
学
博
士

W

判
時
間
早
士

純

情

皐

士

農

思

附
明
暗
刊
早
士

汐

見

且1，

府
川
川
口

小
島
白
太
郎

日主

白書
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J
d
叩
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目ハ
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y
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酒
の
官
一
主
震
に
就
智
て

四

酒

レ)

専
f

民

就

1込
4セ
』

L 

J

而
山
ザ

戸

下
L

計上

緒

言

税
制
刻
下
の
非
常
時
に
於
け
る
財
保
と
し
て
は
、
之
を
多
方
面
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

北
一
慨
す
に
つ
い
て
私

は
慨
に
一
通
り
は
詮
索
し
て
見
だ
の
で
あ
一
る
が
、
そ
れ
で
色
品
川
ほ
残
っ
て
居
る
も
の
に
酒
専
貰
が
め
る
o

此
は
質

は
他
の
何
れ
の
も
の
に
比
し
て
も
引
け
目
を
取
ら
ぬ
ほ
ど
の
大
物
で
J

の
っ
て
、
そ
れ
は
又
、
一
面
か
ら
い
ふ
と
、

既
存
粧
の
一
七
る
柄
税
の
改
造
の
一
案
で
も
め
る
。
酒
税
は
既
に
今
日
ま
で
に
で
も
、
我
国
家
に
と
り
て
の
最
大

財
源
と
し
て
役
立
っ
た
も
の
で
あ
り
、
財
政
枚
入
上
、
随
ふ
て
倒
務
の
逐
行
上
に
は
、
最
多
大
な
る
働
を
致
し
た

も
の
で
め
る
。
而
か
も
之
を
専
貰
に
改
め
る
な
ら
ば
.
業
か
ら
し
て
一
層
の
大
敗
入
ぞ
邸
中
げ
る
こ
と
を
得
、
特
に

之
を
近
岡
県
岡
家
の
新
財
源
と
し
て
問
題
と
せ
ら
れ
て
居
る
所
の
一
般
責
上
積
と
比
暁
し
て
見
て
、
此
後
者
が
如
何

に
も
大
牧
入
ぞ
奉
げ
4
0

こ
と
を
得
て
も
、
経
梼
取
引
を
妨
ぐ
る
こ
と
の
甚
し
い
と
い
ふ
支
障
子
件
ひ
、
同
氏
の
問

に
於
け
る
会
轄
の
分
配
に
於
て
公
平
な
る
も
の
を
符
な
い
と
い
ふ
映
結
の
あ
る
の
に
反
し
、
此
酒
専
買
に
至
り
で

は
、
軽
蹄
上
の
支
障
は
い
ふ
に
足
る
も
の
で
な
く
、
且
つ
少
〈
と
も
或
意
味
に
於
て
は
酒
税
時
代
よ
り
も
一
層
公

卒
な
る
も
の
と
な
り
得
る
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。
財
政
L
」
経
持
と
公
平
と
、
三
の
も
の
が
大
鴨
全
き
を
得
る
所
ψ



酒
専
責
は
、
前
に
今
に
於
て
研
究
を
備
す
る
一
の
大
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
(
慮
で
、
在
は
放
て
、
此
に

之
を
取
り
上
げ
て
一
肱
の
研
究
を
試
み
ゃ
う
と
思
ふ
。

第
一
段

酒

専

責

の

案

一
葉
大
綱

/，.‘、、州
経
都
町
の
主
慨
は
勿
論
.
国
家
な

h
Jし
ず
(
.
例
式
目
的
は
主
一
'
と
し
て
は
之
が
ぶ
財
政
収
入
の
増
大
に
択
さ
‘
之
に

上
九
一
し
従
事
乃
悦
二
於

1
4旬
、
よ
り
も
一
討
乃
大
投
入
含
事
ず
し
わ
、
そ
し
て
之
に
附
帯
し
て
、

4

1

2

(

1

l

;

i

)

(

:

l

 

聞
の
一
品
等
に
依
h

て
.
潜
み
た
る
税
の
課
率
に
大
な
る
差
等
を
設
け
名
事
と
し
、
以
て
課
税
の
公
平
と
祉
合
政
策
と
に
遁
膳
せ
し
め

且
つ
純
良
な
る
捕
の
普
及
に
よ
り
て
保
健
政
策
上
の
目
的
を
主
達
成
し
で
フ
と
い
ふ
に
在
る
。
小
川
其
物
韓
と
し
て

は
‘
日
本
酒
(
酒
造
税
法
に
於
け
る
課
税
物
件
と
な
れ
る
)
の
み
に
限
る
こ
と
色
出
来
る
が
、
業
他
の
酒
類
と
て
も

日
本
酒
と
の
聞
に
或
度
ま
で
代
用
閥
係
が
あ
り
得
る
の
で
、
此
等
の
も
の
を
凡
ぺ
て
一
緒
に
専
責
と
す
る
の
を
得

策
と
す
る
か
ら
、
か
し
ろ
凡
べ
て
の
酒
類
に
及
ぶ
や
う
に
す
べ
き
で
あ
る

o
m艦
借
方
法
と
し
て
は
、
不
完
全
専

責
よ
り
は
、
完
全
専
貰
の
方
が
謹
む
べ
き
こ
と
は
勿
論
と
し
て
、
印
ち
之
が
生
産
販
責
と
も
に
之
を
岡
家
の
手
に

牧
め
、
唯
亡
販
買
中
、
小
貢
だ
け
'
ゲ
二
史
の
割
引
伏
金
の
保
件
下
に
民
勝
目
に
置
く
こ
と
と
す
る
の
が
通
営
で
あ
ら

ぅ
。
何
ち
大
盟
、
煙
草
専
貰
の
例
に
倣
ム
の
が
揺
常
で
あ
る
つ

(二)
実
質
施
方
法

}
羽
ん
事
責
に
就
き

ー
チ『



. 

酒
め
募
責
に
就
奇
て

-F、

と
い
ふ
て
も
、

表
に
は
、

其
の
最
主
要
な
る
物
龍
た
る
指
摘
に
つ
い
て
の
み
説
く
。

ユ
-
れ
も
た
一
三
共
の
概
算
に
J

h
て
大
瞳
の
牧
支
念
見
る
。
之
が
一
一
衛
年
に
於
け
る
製
造
高
を
先
づ
四
百
高
石
と
し
て
其
平
均
小
買
値
一
升
に
つ

き
一
国
四
十
銭
と
す
れ
ば
、
総
牧
五
億
六
千
高
固
と
な
る
c

之
が
生
産
費
は
之
を
一
升
に
つ
き
三
十
銭
と
す
れ
ば

一
億
二
千
高
圏
、
四
十
銭
と
す
れ
ば
一
億
六
千
高
固
と
な
る
c

結
局
、
純
牧
は
四
億
国
乃
五
四
億
四
千
持
聞
で
あ

り
、
今
日
の
酒
税
の
約
二
一
億
闘
に
比
し
て
は
、
活
か
に
た
な
る
般
入
ヤ
止
し
ゃ
る
こ
と
そ
疑
は
ぬ
。
勿
論
、
此
数
字

は
決
し

τ精
密
な
る
数
字
で
は
な
・
い
か
ら
、

之
を
現
世
に
立
案
す
る
場
合
に
は
、

も
っ
と
精
疲
な
る
計
算
全
岡
町
一
す

る
で
あ
ら
う
。
向
ほ
、
五
に
は
費
用
と
し
て
は
従
来
の
生
産
方
法
が
行
は
る
る
と
し
て
の
、
生
産
.
原
費
を
見
て
居

る
が
、
此
が
政
府
の
手
に
蹄
し
た
る
後
に
は
、
必
や
や
科
撃
的
な
る
生
産
方
法
の
積
充
と
い
ふ
こ
と
が
生
?
る
で

あ
ら
う
か
ら
、
其
貼
よ
り
し
て
、
も
っ
と
費
用
脅
節
す
る
を
得
る
で
あ
ら
う
し
、
併
し
他
方

μ
、
従
来
の
生
走
者

商
人
に
し
て
政
府
俸
と
な
る
矯
め
に
其
業
を
欠
ふ
も
の
に
封
す
る
賠
償
の
矯
め
の
公
債
の
元
利
梯
費
と
い
ふ
も
の

を
要
す
る
で
は
あ
ら
う
。
業
は
煙
草
専
買
の
と
き
の
例
に
よ
る
と
、
彼
等
の
所
得
の
三
年
竿
分
で
あ
っ
た
か
ら
.

業
に
倣
ふ
と
す
れ
ば
格
別
に
大
し
た
負
撞
と
は
な
ら
ぬ
も
の
と
見
ら
れ
る
(
詮
一
)
。

へ
註
一
)

煙
草
幕
貰
制
創
設
常
時
の
製
造
者
に
封
ナ
る
交
付
金
は
其
所
得
白
三
年
半
分
に
し
て
其
金
績
は
九
百
十
高
闘
で
あ
ヲ
ゎ
。

命
、
臨
時
財
政
経
潜
調
査
舎
の
税
制
整
理
案
に
依
れ
ば
、
酒
類
事
責
案
を
も
参
考
と
し
て
奉
げ
で
怒
る
が
、
其
に
於
け
る
賠
償
額
は
、
山
梨
誼

者
に
封
し
某
替
業
構
の
補
償
と
し
て
、
各
製
造
場
最
近
一
一
一
筒
年
の
貰
上
金
額
の
平
均
一
年
分
白
二
割
、
め
卸
由
民
に
し
て
元
貸
捌
人
に
指
定
さ
れ

ざ
る
も
の
に
其
瞥
業
構
補
償
と
し
て
、
各
人
最
近
三
筒
年
の
費
上
金
額
の
平
均
一
年
分
の
一
割
を
交
付
す
る
と
な
ワ
て
居
つ
い
~
。

募資局、煙車事責史、 2300
臨時財政経Z堅調査舎、税制整理案、 12302) 



第
二
段

酒
尊
葺
婁
の
長
短

右
案
は
必
や
し
も
在
の
創
案
で
は
な
い
。
類
似
の
考
案
は
屡
々
各
方
面
か
ら
出
て
居
る
。
在
は
之
を
絶
曹
に
可

と
い
ふ
の
で
は
な
い
け
れ
E
も
、
其
れ
に
重
大
な
る
長
所
の
存
す
る
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
づ
之
が

長
所
を
指
摘
し
て
、
探
る
後
更
に
其
短
所
を
ち
綴
話
し
ゃ
・
7
0

、Bノ一
業
長
所

は
い
財
政
牧
入
上

此
十
件
資
案
に
は
、
従
来
に
於
げ
る
通
市
の
消
費
税
に
依
る
よ
h
i
υ
枚
入
を
一
府
府
大
す
る
の
可
能
性
げ
が
あ
hd
、車川

責
案
の
最
大
の
利
盆
、
随
ふ
て
業
主
士
る
目
的
は
財
政
般
入
上
の
其
れ
で
あ
か
従
来
に
於
げ
る
多
く
の
闘
の
専

寅
も
亦
買
に
此
理
由
又
は
必
要
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
り
、
酒
に
つ
い
て
も
之
を
専
責
制
に
依
る
と
し
た
ら
、
之
よ

ち
し
て
最
大
の
税
牧
入
を
皐
げ
し

b
る
で
あ
ら
う
u
u

慨
に
前
に
も
い
ふ
や
う
に
此
案
を
行
ふ
こ
と
に
よ
り
て
、
世

本
小
一
し
於
け
る
掴
か
ら
の
凶
庫
般
入
の
約
二
億
困
1

ど
い
ふ
も
の
を
ぱ
少
く
と
も
倍
L
L
な
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来
、
此

の
如
き
の
増
牧
は
、
恐
ら
く
は
他
の
畑
何
な
る
税
に
て
も
達
し
品
求
心
る
所
で
あ
っ
て
、
酒
の
み
の
能
〈
供
し
得
る

所
で
あ
る
。
そ
れ
で
此
の
刻
下
の
牧
入
増
加
の
必
要
の
切
な
る
と
き
に
は
此
が
特
に
大
な
る
値
を
も
っ
と
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
其
大
牧
入
の
由
て
生
子
る
所
以
の
も
の
を
考
ふ
る
正
、
先
づ
税
の
時
代
に
は
経
由
業
者
に
る
な
人

の
手
に
牧
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
利
益
が
、
此
専
寅
時
代
に
は
或
度
ま
で
.
却
も
彼
等
へ
の
政
府
賠
償
を
超
過
す
る

酒
白
書
賞
に
沈
寺
で

一七

3) Lippert， Das Alkokυlmonopol. S. 68. T悶}川Ue，Fw. S. 412・Maτco，Fw. S. 
246. 
Moll. Lehrbuch. s. 62月田 Allix，Traile É~lt!ll!enl引 re. 6 ed. p. 485・
Siegert， Getr änlζesten~l:n. (Hdh. d. Fw. Il) S. 227. Er:l~.' Da持 Branntweinmo-
nopol. ~. '5・Getl. D剖 BmnntweinrnDnopul:11当 BI::'steuenmgsform.S. 5. Lewin， 
Das Branntweinmonop，)l in Ru出 lond.:'i. 167 
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沼
山
事
責
に
就
き
て

丹、

だ
け
に
て
同
席
停
に
騎
属
す
る
の
可
能
性
も
あ
る
し
。
人
口
の
増
加
、
軽
掛
カ
の
後
遺
に
伶
ム
購
買
力
の
増
進
に
悶

る
自
然
増
牧
の
可
能
性
も
あ
る
。
特
に
専
買
に
よ
わ
て
は
従
来
の
分
散
L
た
る
生
産
販
寅
を
一
手
に
集
中
す
り
中
こ

E
に
よ
り
て
費
用
伝
節
す
る
こ
と
も
山
来
、
業
他
、
生
産
及
販
寅
方
法
の
一
層
の
合
理
化
営
計
る
土
か
ら
も
崇
用

?
節
し
件
る
。
特
に
此
絡
の
貼
は
、
我
副
の
捕
に
つ
い
て
は
、
大
に
武
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
h
i
生
産
方
法
に
て

も
.
今
日
の
進
歩
し
た
る
新
式
の
方
法
を
採
用
す
る
と
き
に
、
従
来
の
よ
り
も
遥
か
に
費
用
ぞ
節
す
る
こ
と
が
出

束
、
服
令
.
優
等
畑
は
一
位
・
不
法
に
よ
り
成
度
ま
℃
の
多
債
を
d
r
t
L
L
し

τも
、
下
等
削
は
大
問
、
も
つ
L
L
新
し
ヨ

科
率
的
の
方
法
に
よ
り
て
費
用
ぞ
節
す
る
を
符
る
つ
販
責
方
法
に
て

t
、
従
来
の
民
轡
下
に
は
宜
侍
、
庚
告
.
招

待
、
外
装
な
ど
に
可
な
り
の
冗
費
を
件
ふ
た
の
'
ゲ
二
切
無
用
に
蹄
せ
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
ぞ
れ
か
ら
官

業
下
に
は
事
業
に
要
す
る
資
金
の
利
子
炉
民
業
下
よ
ち
も
一
層
安
き
JT
得
る
し
、
其
給
料
に
つ
い
て
も
、
一
層
有

能
の
人
を
一
層
安
く
使
ひ
得
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
夏
に
消
費
税
の
場
合
の
取
締
及
徴
粧
の
費
用
を
節
す
る
と

い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
此
専
責
制
の
下
に
、
税
に
相
営
す
る
も
の
は
、
物
の
代
債
の
中
に
込
め
ら
れ
又
は
隠

さ
れ
て
川
搭
税
者
た
る
消
費
者
に
と
り
て
の
負
槍
が
割
合
に
襲
で
み
る
こ
と
は
間
接
消
費
税
で
ゐ
~
つ
に
場
合
主
共

通
で
あ
パ
り
、
卸
ち
此
専
責
制
下
に
於
け
る
粧
の
負
擦
は
兎
も
角
、
容
易
で
あ
る
左
い
ふ
こ
と
が
出
射
、
其
も
あ
る

し
術
ほ
其
上
に
も
専
責
下
に
は
債
格
の
統
制
、
供
給
の
統
制
が
民
業
下
よ
り
も
一
層
完
全
で
あ
る
の
で
、
崎
市
来
財

政
需
要
の
増
大
し
仁
と
き
に
は
、
其
を
利
用
し
て
一
層
の
増
敗
を
計
る
こ
左
が
、
枕
一

ω場
合
よ
り
も
一
唐
容
易
で

あ
る
。
ぞ
し
て
刷
庫
の
必
要
の
…
蹴
返
し
た
と
き
に
は
.
其
時
の
事
情
に
よ
り
で
は
、
之
が
剰
h
ノ
た
る
収
入
に
て
、
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他
の
雑
多
な
る
税
を
整
理
す
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
F

或
は
地
方
財
政
の
窮
乏
救
掛
の
一
助
止
す
る
こ
L
」
も
出
来

る
。
其
等
の
必
要
な
し
と
い
ふ
有
利
の
事
情
に
あ
る
場
合
に
は
、
飲
酒
の
弊
害
を
減
少
す
る
震
め
に
、
業
販
真
の

分
量
、
場
慮
、
時
間
な
ど
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
牧
入
主
義
偏
重
よ
り
、
公
盆
主
義
へ
轄
向
せ
し
め
る
こ

と
に
し
て
、
数
育
、
衛
生
、
経
持
、
枇
曾
の
諸
政
策
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
此
等
は
今
日
に
て
は
望

み
得
や
、
に
ヨ
牌
来
に
の
み
か
か
る
と
し
て
、
目
下
の
慮
ば
取
り
放
へ
や
、
此
酒
専
寅
の
貫
施
か
ら
し
て
可
な
り

の
大
政
入
を
泉
げ
て
刷
庫
の
需
要
に
臆
す
る
ド
足
る
の
で
あ
る
υ

川
公
平
課
積
及
枇
曾
政
策
上

い
生
正
ー
者
相
互
刈
刀
聞
係
二
於
J

J

n

J

一
川
九
円
政
部
上

/
d
E

、

所
詮
、
此
酒
と
い
ふ
物
に
は
何
等
か
の
視
を
免
れ
や
と
し
て
、

之
が
消
費
税
時
代
に
は
自
ら
一
営
業
者
の
製
造
高

に
最
低
の
制
限
を
附
せ
ら
る
る
こ
と
に
よ
り
て
も
、
小
資
本
を
有
つ
営
業
者
炉
実
存
立
を
人
工
的
に
奪
は
れ
、
大

資
本
を
有
つ
者
を
有
利
と
す
る
の
で
、
只

3
ヘ
自
然
の
大
勢
と
し
て
も
、
大
資
本
合
有
つ
営
業
者
が
競
争
上
有
利

な
る
4

伊
二
層
、
此
税
制
に
よ
り
て
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
、
業
者
の
問
に
大
資
本
家
の
横
暴
念
事
ワ
せ
し
め
る
。

か
か
る
大
資
本
家
横
暴
の
閥
係
は
な
く
な
り
、

然
る
に
此
が
専
買
に
な
れ
ば
凡
べ
て
の
在
管
業
は
抑
へ
ら
れ
て
、

枇
曾
一
牛
和
に
色
或
度
ま
で
貢
献
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
，
っ
。

ろ
消
費
者
聞
の
閥
係
に
於
げ
る
枇
曾
政
策
及
公
平
課
税
KIll--

所
訟
、
立
法
者
と
し
て
は
此
悩
に
封
す
る
公
然
た
る
又
は
陪
然
た
る
設
が
、
消
費
者
の
負
憶
に
師
す
る
こ
と
を
期

沼
町
市
布
市
正
に
就
き
て

ずL
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一
憾
の
事
責
に
就
き
て

O 

待
す
る
外
な
き
も
の
と
し
て
、
其
の
消
費
者
に
於
け
る
負
櫓
の
工
人
口
は
、
従
来
の
消
費
税
下
に
は
一
石
四
十
固
と

い
ふ
摘
の
品
等
に
か
か
は
ら

F
る
課
税
の
下
に
、
優
等
高
債
の
酒
を
飲
U
所
の
比
較
的
に
宮
め
る
者
が
、
却
っ
て

劣
等
低
債
の
摘
を
飲
ひ
貧
者
よ
り
も
割
合
に
は
一
暦
軽
き
校
舎
負
ふ
と
い
ふ
大
不
日
公
平
と
な
る
の
ド
、
此
専
貰
制

と
な
れ
ば
劣
等
制
に
あ
り
て
は
、
恐
ら
く
は
生
産
方
法
及
原
料
に
一
層
の
改
修
を
加
へ
て
、
葉
生
産
費
を
減
少
せ

し
め
る
こ
止
に
よ
り
て
、
従
来
よ
り
も
酒
伯
母
ピ
特
別
高
め
る
ヲ
ア
と
な
く
し
て
、
従
来
以
上
に
枕
に
相
営
す
る
も
の

pr泉
げ
ァ
り
に
し
し
台
特
る
し
.
戒
は
場
令
に
よ
り
て
は
、
泊
儲
P
T
多
少
机
下
し
て
も
柑
は
相
官
の
税
仁
る
専
賀
範
金

を
牧
め
る
を
得
る
。
そ
し
て
優
等
高
債
の
摘
に
て
は
、
其
優
等
の
度
に
雁
じ
て
其
代
債
を
高
め
、
物
に
よ
り
で
は

現
在
以
上
に
蓮
か
に
高
き
債
を
も
定
め
て
、
此
聞
に
、
累
進
課
税
の
趣
旨
を
瞭
充
し
徹
底
せ
し
め
る
を
得
る
。
随

っ
て
従
来
の
税
制
下
よ
り
も
一
層
の
公
卒
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
主
(
れ
は
又
、
恰
か
も
弱
者
を
保
護
す
る
一
献
合
政

策
上
の
要
求
に
も
越
す
る
。
優
等
一
曲
必
宇
し
も
一
層
富
め
る
者
が
使
用
す
る
と
は
限
ら
ぬ
。
随
ふ
て
右
の
阜
、
進
課

税
的
の
方
法
が
異
に
某
趣
旨
に
合
す
る
と
は
い
へ
ぬ
と
も
い
ふ
が
、
併
し
大
惜
の
傾
向
と
し
て
は
、
富
者
は
貧
者

よ
り
も
一
屠
優
等
の
も
の
を
消
聾
す
る
の
で
あ
り
、
夫
の
方
法
に
よ
ち
て
大
韓
、

合
政
策
に
合
す
る
を
得
る
の
で
あ
る
。

ほ
生
産
者
、
商
人
、
消
費
者
等
の
聞
の
闘
係
に
於
げ
る
一
公
卒
課
税
上
|
|

酒
が
普
通
の
消
費
税
に
て
課
せ
ら
る
る
と
き
に
は
、
立
法
者
の
期
待
す
る
や
う
な
、
消
費
者
へ
の
轄
嫁
は
必
や
し

一
部
又
は
全
部
、
後
轄
す
る
の
可
能
性
が
あ
る
。
此

一
層
の
公
平
が
得
ら
れ
且
つ
一
枇

も
行
は
れ
な
い
で
、
消
費
者
以
外
の
商
人
、
生
産
者
等
に
、
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の
如
き
は
決
し
て
此
枕
の
本
来
の
旗
旨
に
合
ふ
も
の
で
な
く
、
公
卒
な
る
負
櫓
?
と
な
る
所
以
の
も
の
で
な
い
。
然

る
に
、
専
買
に
依
る
と
き
に
は
、
税
に
営
る
色
の
の
前
輔
が
完
全
に
行
は
れ
、
部
ち
政
府
は
実
負
躍
を
摘
一
嘗
な
る

度
に
於
て
、
其
々
の
消
費
者
に
蹄
し
得
て
、
右
の
や
う
な
消
費
者
以
外
の
人
々
へ
蹄
す
る
事
な
き
ヤ
得
る
。
其
拙

か
ら
し
て
負
措
が
専
頁
に
よ
り
て
一
層
公
乎
に
な
る
の
で
あ
戸
る
。

に
従
業
者
に
現
す
る
枇
曾
政
策
上

l
l

旗
門
し
〈
滴
造
業
に
従
事
す
名
使
用
人
一
得
働
者
と
し
て
色
、
口
氏
業
ド
よ
り
も
官
業
ド
に
於
て
大
慨
に
ご
は
一
層
好
き

待
池
お
も
受
く
る
と
い
ふ
可
能
性
が
あ
る
。

に
、
経
掛
上
|
|

か
ら
い
ふ
と
、
前
に
い
ふ
た
、
専
貰
制
下
に
、
生
産
及
販
頁
方
法
に
合
理
化
の
準
め
ら
る
る
だ
け
に
て
は
、
財
政

上
ば
か
り
で
な
く
、
国
民
経
掛
上
に
も
有
利
な
罪
で
あ
り
、
ぞ
れ
か
ら
政
府
が
掴
の
生
産
及
販
寅
を
統
制
す
る
の

で
、
従
来
の
税
制
下
に
多
数
業
者
が
無
統
制
下
に
之
を
翁
し
た
場
合
の
や
う
に
生
産
過
剰
と
い
ふ
こ
と
な
き
を
得

し
ゅ
、
ま
た
時
と
し
て
は
少
数
の
業
者
が
業
生
産
供
給
の
不
足
に
乗
じ
て
暴
利
を
占
め
る
や
う
な
こ
と
も
な
き
を

得
し
伽
る
。
そ
れ
か
ら
全
国
平
等
の
債
に
て
(
同
等
口
聞
い
い
は
同
債
)
不
良
な
ら
ゴ
る
物
を
行
一
旦
ら
し
め
る
と
い
ふ
こ

と
も
出
来
る
。
成
程
、
此
専
貨
と
な
る
が
魚
め
に
、
従
来
の
営
業
者
に
し
て
其
職
を
失
ふ
も
の
を
生
や
る
と
い
ふ

こ
と
は
め
る
げ
れ
ど
色
、
一
部
は
、
特
に
小
責
業
者
は
大
韓
従
来
週
'
り
其
業
を
維
持
す
る
お
乙
得
、
製
造
者
卸
寅
業

者
と
て
も
少
く
と
も
其
一
部
、
恐
ら
く
一
大
部
の
人
々
は
、
政
府
の
酒
専
責
事
業
に
営

εこ
と
に
よ
h
て
葉
地
位

酒
の
事
費
に
就
き
て
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沼
町
募
資
に
就
き
て

を
保
ち
績
け
る
こ
と
を
得
る
。
そ
し
て
酒
に
閥
係
し
た
管
業
者
に
と
り
で
は
、
会
開
上
打
撃
に
な
る
と
し
て
も
、

他
の
一
一
般
経
梼
界
か
ら
い
ふ
と
、
酒
管
業
が
政
府
に
掃
す
る
潟
、
の
に
別
に
夫
ふ
所
な
〈
し
て
、
却
っ
て
従
来
の
酒

営
業
者
の
如
く
不
安
定
に
し
て
信
用
の
薄
き
も
の
(
勿
論
全
部
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
一
部
に
は
あ
ヴ
心
)
J
M
}

相
手

と
す
る
こ
と
を
免
れ
、
政
府
と
い
ふ
確
か
な
相
手
を
得
て
一
層
其
管
業
に
安
定
を
得
る
こ
ー
が
出
来
、
特
に
叉
、

d
Hド
↓
、
ノ
ご

b
去
、

b
手
自
主
こ

3
砕
同
党
よ
ノ
リ
ト
工
、
記
戸
一
ノ
仁
川
川
市
〉
(
之
河
ノ
一
、

以
b
t
l
-
昨

r
p
』
耳
7
f
l
J
1
判ルレ
7
r
l
I
r
そ

l
a
f
t
L
v
Z
A
v
く
(
十
三

一
般
買
上
税
の
創
設
、
傍

業
肱
盆
慌
の
増
卒
な
ど
な
行
は
ゴ
る
そ
件
が
ら
し
め
て
明

訴
か
ら
し
て
負
4
3
るみ
T
件
3
る
の
肺J
泡
叩
人
一
は
市
川
累
l
f

ば
、
此
専
貰
に
よ
弘
リ
て
見
る
る
を
得
る
と
い
ふ
消
極
的
の
利
粂
と
い
ふ
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
c

D
激
化
及
保
健
政
策
上
1
1
1

従
来
の
税
制
下
に
は
、
酒
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
は
牧
入
上
の
見
地
が
重
き
を
成
し
、
之
に
つ
き
教
化
保
健
政

策
上
の
目
的
、
郎
ち
其
か
ら
し
て
捕
の
消
費
を
制
限
す
る
と
い
ふ
事
が
、
殆
ん
E
等
閑
に
附
せ
ら
れ
来
っ
て
居
つ

た
。
而
か
も
業
の
税
に
よ
り
て
は
財
政
牧
入
の
大
も
が
あ
ま
り
に
多
〈
期
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

A
1
や
専

買
と
な
る
と
き
に
一
方
、
牧
入
上
一
層
有
利
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
は
上
に
い
ふ
如
〈
で
あ
h
、
而
か
も
財
政
需
要

が
退
却
し
て
、
酒
消
費
制
限
の
号
盆
上
の
要
求
の
切
な
る
も
の
め
り
主
認
め
ら
る
る
と
き
に
は
、
此
酒
の
消
費
を

制
限
す
る
政
策
を
も
取
り
得
る
に
於
て
一
層
便
な
る
こ
と
前
に
い
ふ
如
し
と
す
れ
ば
、
此
制
限
が
今
夜
ち
に
は
用

立
た
ぬ
と
し
て
も
、
他
日
機
脅
さ
へ
来
れ
ば
、
此
一
公
盆
目
的
の
矯
め
に
大
に
貢
献
し
得
る
と
い
ふ
長
所
を
滞
在
す

る
課
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
此
単
一
貫
制
下
に
は
、
酒
の
品
質
の
改
良
一
か
政
府
の
手
に
よ
h
て
相
常
に
行
は
れ
、
特
に



従
来
、
民
管
時
代
に
於
て
動
も
す
れ
ば
行
は
れ
た
や
う
な
衛
生
上
有
害
な
る
物
の
製
造
は
な
く
な
り
得
て
、
保
健

政
策
上
に
は
埴
確
に
改
良
さ
れ
る
。
又
従
来
、
民
管
下
に
営
業
者
一
か
遇
税
の
矯
め
に
行
ひ
つ
つ
あ
っ
た
不
透
議
と

専
責
制
下
に
は
一
暦
少
く
な
る
E
Y

」
い
ふ
こ
市
ど
が
出
来
る
。
此
等
も
此
制
度
の
長
所
と
す
る
を
得

い
ふ
こ
と
も
、

る。
同
米
穀
政
策
上
|
|

我
闘
に
あ

q
て
は
米
穀
政
策
と
い
ふ
も
の
が
、
経
済
政
策
上
か
ら
も
枇
曾
政
策
上
か
ら
も
同
防
政
策
上
か
ら
色
考

慮
す
べ
き
一
の
重
要
な
る
政
策
で
あ
る
か
ら
、
前
記
の
諸
見
地
か
ら
畑
倒
立
し
て
立
に
之
が
説
明
を
斜
し
、
式
上
か

ら
の
湘
専
賓
の
・
長
所
を
見
ゃ
う
れ
米
は
我
幽
じ
於
て
近
今
日
以
は
金
融
上
過
剰
を
忠
ふ
あ
や
う

t
な
っ
て
居
る
。
之
じ

っ
き
既
に
増
産
が
盛
に
行
ば
れ
て
殆
ん
ど
其
不
足
の
心
配
は
な
く
な
っ
た
や
う
に
も
見
ゆ
る
が
、
併
し
長
い
時
来

を
見
透
せ
ば
、
不
足
の
心
配
が
全
〈
解
消
し
た
と
は
い
へ
や
、
其
限
り
に
於
て
は
、
之
が
不
足
の
補
充
と
い
ふ
こ

と
は
一
屈
は
考
へ
な
く
て
は
な
ら
子
、
宜
(
宮
川
め
に
は
掴
専
賓
の
時
代
に
、
酒
造
民
管
時
に
於
げ
る
よ
り
も
一
厨
容

易
に
慮
理
し
得
る
の
で
あ
る
。
部
ち
政
府
の
酒
専
貰
制
下
に
は
、
時
と
し
て
政
府
の
国
庫
利
盆
を
或
度
ま
で
米
政

策
の
矯
め
に
犠
牲
に
供
す
ろ
こ
と
が
出
来
る
。
詳
し
〈
い
ふ
と
、
米
不
足
の
と
き
に
は
或
は
一
般
に
酒
の
造
石
高

を
制
限
し
、
或
は
米
、
特
に
日
本
米
を
原
料
と
す
る
酒
の
造
石
を
制
限
し
、
米
過
剰
の
と
き
に
は
、
酒
と
し
て
現

年
度
に
て
必
要
な
る
以
上
に
も
米
を
酒
に
造
り
置
き
て
、
貯
戒
し
、
以
て
米
を
市
場
か
ら
し
て
遠
ぎ
げ
る
こ
と
伝

得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
矯
め
酒
貯
蔵
の
一
知
き
に
つ
き
で
は
相
営
の
損
失
が
伴
ひ
、
米
を
原
料
と
す
る
酒
を
制
限
す

酒
但
募
資
に
就
き
て

Brauer， ~[on()pol &c. S. 626. I.ewIn， <:t. .). O. S. 171 租税研究八巻、:2IS-219
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沼
の
事
責
に
就
奇
て

る
こ
と
に
も
多
少
の
不
利
を
仲
ふ
で
あ
ら
う
が
、
此
等
も
米
政
策
の
重
大
性
の
矯
め
に
は
忍
び
得
る
色
の
で
あ
ち
、

貯
蕨
さ
れ
た
る
摘
は
、
他
日
米
快
乏
の
時
に
於
げ
る
栖
製
造
の
減
少
を
郁
ふ
こ
と
を
得
与
の
で
あ
る
。

二
其
短
所

以
上
、
酒
専
賓
の
長
所
伝
通
ぺ
た
が
、
他
方
に
之
が
短
所
も
少
〈
な
い
。
部
も
左
の
如
し
。

ω霊
前
行
政
上

、U
H
r
世
作
制
ワ
山
川
崎
1

到
ナ
寸

l
l
1
1

上
に
い
ふ
如
く
で
酒
専
買
が
勧
め
ら
る
と
し
て
、
き
て
之
が
創
始
の
矯
め
に
は
、
阪
存
の
民
業
を
買
収
し
乃
至
彼

等
に
柿
償
を
輿
へ
な
〈
て
は
な
ら
子
、
ま
(
が
賢
に
政
府
に
と
り
て
は
一
の
厄
介
で
あ
る
。
業
が
矯
め
に
は
莫
大
な

凶

る
公
債
を
後
行
し
な
〈
で
は
な
ら
子
、
其
鹿
理
が
厄
介
だ
が
、
其
位
の
事
は
忍
ぶ
と
し
て
、
其
口
公
債
増
設
の
矯
め

に
は
、
実
れ
だ
け
、

一
般
に
も
其
闘
の
会
債
の
保
件
'
ゲ
二
屠
不
利
と
す
る
こ
ど
を
莞
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其

は
併
し
此
が
生
産
的
公
債
と
い
ふ
べ
き
も
の

rか
ら
、
大
し
た
事
は
な
い
と
し
て
、
き
て
此
賀
政
又
は
柿
般
債
格

の
決
定
と
い
ふ
こ
と
が
却
々
六
っ
か
し
い
。
ぞ
れ
に
は
多
少
の
恋
意
営
免
れ
や
、
紛
争
苦
情
も
亦
七
之
を
魔
悟
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
買
に
之
が
異
に
公
正
通
常
な
る
債
格
と
い
ふ
も
の
は
見
出
し
難
い
。
州
官
業
権
の
補
償
は
葉
管

業
者
の
所
得
志
向
又
は
寅
上
高
に
よ
る
と
し
て
、
此
専
責
が
行
は
れ
き
う
だ
と
い
へ
ば
、
営
業
者
は
来
る
べ
き
買
牧

を
見
越
し
て
、
此
等
を
多
少
過
大
に
記
帳
し
て
置
く
と
い
ふ
こ
と
も
あ
ち
得
る
。
そ
れ
か
ら
民
業
の
製
造
場
中
に

つ
い
て
も
、
政
府
の
通
嘗
と
し
必
要
と
認
な
る
ガ
け
の
工
場
及
設
備
は
買
収
す
る
と
し
て
、
其
評
慣
も
六
っ
か
し

非常時の財源問題、 253・租税研究八巻、 2~2 ， :¥1011. a， a. O. S. G26. Bral1er， 
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〈
ャ
之
に
つ
き
官
民
の
同
に
紛
争
ど
見
れ
子
、
動
も
す
れ
ば
情
質
が
入
っ
て
過
大
に
見
積
る
や
う
に
な
り
ャ
叉
は

時
と
し
て
過
小
に
見
積
る
と
い
ふ
こ
土
色
あ
っ
て
、
政
府
か
民
間
か
何
れ
か
の
不
刺
と
な
る
。
兎
も
角
、
専
費
、
訓

始
其
も
の
が
一
の
困
難
な
る
仕
事
で
あ
る
。
但
し
其
ほ
打
勝
ち
難
き
も
の
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。

仏
事
業
進
行
中
1
1
6

前
に
長
所
の
慮
で
い
ふ
の
で
は
如
何
に
も
官
業
の
経
営
が
易
々
と
大
牧
利
を
生
む
ゃ
う
で
あ
る
が
、
買
際
、
此
は

業
経
後
が
そ
ん
な
に
甘
く
行
く
も
の
で
は
午
い
。
官
業
経
替
に
て
は
官
吏
は
兎
角
、
{
日
僚
的
形
式
繁
雑
に
促
は
れ

責
任
が
消
極
的
に
偏
し
、
積
極
的
の
活
動
が
鈍
〈
、
機
敏
に
機
舎
を
摘
h
u

ニ
ム
}
が
出
来
子
、
改
良
な
v
と
も
遅
れ
勝

1
レ
ム
嫌
が
め
あ
。

th
反
面
寸
も
み
J

る
が
官
業
仁
「
L

は
民
業
よ
れ
ノ
も
割
合
に
多
〈
釣
人
を
使
ひ
、
材
料
色
無
駄
に

使
ふ
こ
と
が
多
い
n

随
ふ
て
は
何
う
か
す
る
と
同
一
の
仕
事
が
一
層
多
費
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
特
に
酒

専
貰
を
行
ふ
と
し
て
、
日
本
酒
に
あ
り
で
は
製
造
中
、
又
は
貯
蓄
中
、
腐
敗
の
危
険
多
き
こ
と
の
特
徴
が
め
っ
て

其
が
之
を
官
業
と
す
る
の
を
不
通
営
だ
ら
し
め
る
一
大
支
障
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る

(尤
h
専
門
家
に
で
も

之
を
鰹
〈
見
る
人
も
あ
る
)
。

そ
れ
か
ら
又
、
清
酒
に
て
は
其
製
造
が
普
通
冬
期
に
限
ら
れ
、
そ
の
矯
め
人
員
使

用
上
の
不
経
捕
が
め
る
。
四
季
醸
造
ぞ
行
ふ
こ
と
も
出
来
る
が
、
然
る
と
き
に
は
冷
却
装
置
な
E
に
多
大
の
設
備

費
を
創
始
営
時
に
固
定
資
本
と
し
て
投
じ
な
け
れ
ば
な
ら
や
、
他
方
、
買
牧
し
た
る
工
場
が
不
用
と
な
り
、
又
は

牧
支
償
は

5
る
に
至
る
と
い
ふ
こ
と
も
め
る
。
酒
の
品
質
改
良
と
い
ふ
事
か
ら
い
ふ
て
も
、
主
一
が
今
日
の
営
業
者

聞
の
自
由
競
争
下
に
は
感
ん
で
あ
る
け
れ
ど
色
、
政
府
濁
占
と
な
れ
ば
そ
ん
な
に
は
行
は
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
も
あ

酒
の
尊
貰
に
就
き
て

五:
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泊
三
一
鼻
責
に
就
壱
て

-~ 
ノ、

其
潟
め
の
取
締
費
は
矢
張
り
之

hz
ノ
、
そ
れ
か
ら
政
府
専
貰
下
に
も
、
密
造
等
の
弊
害
は
到
底
根
絶
が
出
来
十
、

に
件
ム
。
た
ヨ
前
に
長
所
の
虞
で
い
ふ
た
資
金
の
一
層
低
利
な
る
こ
と
、
人
の
給
料
の
割
安
な
る
こ
と
、
宣
傍
招

待
な
ど
の
冗
費
の
節
し
特
ち
る
る
こ
と
等
々
、
可
な
り
重
要
な
る
長
所
も
官
業
に
作
ふ
の

rか
ら
、
之
に
よ
り
て

業
短
所
が
憐
程
緩
め
t
り
れ
る
を
得
て
、

此
に
い
ふ
快
貼
ほ
左
迄
持
…
し
い
も
の
ー
と
は
な
ら
や
し
て
捕
ま

全
樫
上
、

" ' 勺
《コ

町
財
政
上

い
牧
入
上
i
l
i

か
ら
い
ふ
と
、
専
貰
制
下
に
ほ
、
消
費
税
下
に
民
業
で
ゐ
る
よ
り
も
多
少
鈴
計
の
経
費
を
要
す
る
貼
も
あ
る
が
、

他
方
、
之
を
補
ふ
の
に
経
費
を
節
減
せ
し
め
る
も
の
も
お
り
、
特
に
専
責
左
な
れ
ば
貰
債
を
大
糟
、
民
業
時
よ
り

も
引
上
げ
て
、
純
牧
師
ち
税
に
営
る
も
の
を
増
大
す
る
の
工
作
を
震
す
で
あ
ら
う
か
ら
、
全
艦
上
、
政
府
に
と
り

て
の
収
入
は
増
加
す
る
で
あ
ら
う
が
、
他
面
ぷ
、
柄
造
業
者
一
か
な

t
な
り
、
調
商
人
の
一
部
が
な
く
な
る
鴬
め
に

彼
等
の
従
来
納
め
つ
つ
あ
っ
た
所
得
税
管
業
牧
盆
税
な
ど
の
な
〈
な
る
だ
け
の
政
府
牧
入
誠
一

rの
る
こ
と
は
見
逃

し
で
は
な
ら
ぬ
。
尤
も
其
は
前
記
の
牧
入
増
に
比
し
て
は
い
ふ
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
の
小
い
も
の
で
は
あ
ら
う
。
倫
ほ

又
、
政
府
財
政
γ

い
て
は
議
算
が
出
来
る
だ
け
適
確
に
行
は
る
る
の
を
望
ま
し
と
す
る
が
、
牧
入
珠
算
に
封
す
る
貰

牧
の
喰
注
は
民
業
に
封
す
る
税
の
場
合
よ
り
も
、
官
業
下
に
一
厨
大
い
と
い
ふ
慢
も
あ
る
。
実
れ
も
専
貰
の
故
知

L
-
h
γ

へ
ば
映
描
で
あ
る
。

税制整理案、 126，
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一
子
(
他
!
前
記
、
経
管
行
政
上
の
厄
介
は
や
が
て
財
政
上
の
厄
介
で
も
あ
る
が
、
特
に
比
一
専
貰
の
殺
め
に

♂，E
¥
 

経
替
創
始
の
時
に
於
て
、
投
に
其
経
管
進
行
中
に
於
て
、
財
政
と
し
て
公
債
借
入
金
を
増
大
せ
‘
ぎ
る
を
得
Y
る
こ

一
般
に
公
債
の
保
件
?
不
利
な
ら
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
尤
も
、
其
に
は
間
接
に
権
保
と

と
と
な
り
て
、

な
る
べ
き
生
産
的
設
備
が
あ
る
か
ら
し
て
、
主
(
不
利
は
大
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
亙
に
専
責
鰹
管
中
に
は
必

然
に
公
債
借
入
を
仲
ふ
の
で
、
其
が
払
川
、
-P
色
一
一
般
財
政
に
て
非
募
債
主
義
で
も
遂
行
し
つ
つ
め
る
と
き
の
如
き
に

は
其
政
策
の
文
-
陣
と
な
る

k
い
ふ
こ
と
も
め
る
つ
我
凶
の
従
来
の
同
有
舗
道
に
於
け
る
会
依
募
集
は
並
(
の
最
若
し

f
G
R
F
4
Jわ
o
t
d
o

何
公
平
課
税
及
枇
曾
政
策
上
|
|

い
税
負
櫓
と
し
亡
l
|

専
資
制
下
に
は
、
普
通
の
消
費
税
に
よ
る
よ
h
も
洞
債
中
の
境
に
常
る
部
分
が
一
層
良
く
其
怖
の
日
間
等
に
趨
底
す

る
や
う
に
な
り
、
給
付
能
力
に
感
ゃ
る
の
課
税
と
も
な
一
り
且
つ
祉
舎
政
策
に
も
合
致
す
る
こ
と
は
前
に
い
ふ
通
hノ

行
が
、
併
し
此
に
も
耽
と
し
て
は
、
品
川
げ
遁
の
消
費
税
の
非
難
た
る
、
或
埋
ま
れ
た
る
特
定
の
種
類
の
物
の
消
費
が

必
や
し
も
各
人
の
全
き
支
出
又
は
金
主
所
得
と
抜
行
せ
や
、
所
得
大
な
る
者
に
し
て
、
特
定
物
、
此
場
合
に
は
洞

の
消
費
を
全
〈
骨
却
さ
.
さ
る
が
あ
り
又
は
少
し
か
消
費
せ
ぬ
が
あ
り
、
所
得
小
な
る
者
に
し
て
却
っ
て
大
に
摘
を
消

費
す
る
が
め
っ
て
、
美
須
め
不
公
平
課
税
と
も
な
り
、
且
つ
骨
凡
な
る
飲
酒
者
研
一
感
泡
し
て
反
枇
合
的
と
色
な
る
と

い
ふ
こ
と
は
、
見
れ
な
い
の
で
あ
る
。
其
は
通
例
の
消
費
税
に
共
通
の
快
勤
だ
か
ら
、
其
撞
瞳
た
る
専
貰
に
色
兎

酒
の
事
責
に
就
き
て

七

組役研究ヘ巻、 232.
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酒
の
募
資
に
就
き
て

i¥ 

れ
な
い
。
特
に
其
に
て
負
携
を
公
卒
な
ら
し
め
る
潟
め
に
は
酒
の
品
質
に
臆
じ
て
等
級
別
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

J

炉
、
業
品
質
の
鑑
別
が
技
術
上
、
六
っ
か
し
い
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
専
責
と
な
る
矯
め
の
調
債
の
引

上
は
主
と
し
て
は
上
等
の
其
に
行
は
れ
て
、
下
等
の
、
帽
の
慣
は
従
来
の
よ
り
も
大
し
て
は
引
上
げ
な
い
で
あ
ら
う

け
れ
ど
も
も

其
に
て
多
少
に
て
も
引
上
げ
ら
れ
た
な
ら
ば
、

其
れ
だ
け
に
て
は
下
根
民
の
生
活
を
多
少
と
も
慶
治

す
る
と
い
ふ
非
難
を
免
れ
ぬ
。
尤
も
宜
(
は
米
の
刻
き
必
需
品
に
比
し
日
し
は
忍
び
特
る
も
の
で
は
あ
る
。

ろ
粧
管
移
動
の
鴻
め
1

1

従
来
の
民
業
た
り
し
も
の
が
官
業
に
移
る
に
際
し
て
、
多
少
の
失
業
者
を
生
令
る
と
い
ふ
ご
と
も
一
の
峡
黙
で
あ

る
。
ぞ
れ
か
ら
従
来
の
民
業
に
常
り
た
る
も
の
の
一
部
が
政
府
事
業
に
移
り
て
働
く
と
し
て
、
従
来
の
猫
立
人
か

ら
し
て
非
嫡
立
な
る
官
僚
と
な
る
も
の
の
生
や
る
こ

U
も
一
の
枇
曾
的
快
貼
と
い
へ
ば
い
へ
る
の
で
あ
る
。

ρ経
梼
上
l
i
l
l

か
ら
い
ふ
と
、
第
一
に
、
専
資
制
が
酒
の
私
管
業
営
許
き
争
、
特
に
業
製
造
及
卸
寅
を
許
き
ぬ
こ
と
は
、
其
れ
だ

け
此
が
管
業
の
自
由
々
制
限
し
、
人
民
の
自
主
的
管
利
生
活
の
範
国
営
縮
少
し
、
彼
等
を
し
て
此
迄
よ
り
も
よ
り

多
〈
政
府
の
aV克
と
し
て
使
用
人
と
し
て
働
か
し
め
、
恐
ら
〈
は
彼
等
の
働
き
の
能
率
を
減
退
せ
し
め
る
で
あ
ら

ぅ
。
尤
も
其
は
幽
民
の
大
な
立
場
か
ら
見
れ
ば
大
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
忍
ば
れ
る
。
失
ぎ
に
は
右
と
閥
聯
し

て
、
専
責
下
に
は
民
業
下
よ
り
も
製
品
の
改
良
な
ど
の
鈍
る
こ
と
に
な
る
と
い
ふ
嫌
が
あ
り
、
供
給
せ
ら
る
る
物

の
品
質
が
自
由
競
争
時
代
よ
り
も
劣
等
に
な
る
と
い
ふ
嫌
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
第
三
に
は
、
酒
債
が
従
来
よ
り
も
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多
少
騰
貴
し
、
下
層
州
労
働
者
の
生
活
を
腰
遣
す
る
だ
け
に
て
は
、
何
程
h
y
勢
賃
引
上
の
遠
因
と
な
り
、
各
産
業
に

於
け
る
生
産
費
増
加
の
一
因
と
し
て
経
済
畿
蓬
を
抑
へ
る
こ
と
と
も
な
り
得
る
。
或
は
崎
労
働
者
に
と
り
て
の
洞
債

引
上
の
結
果
と
し
て
、
彼
等
に
於
け
る
其
他
の
生
活
必
需
品
の
消
費
や
節
す
る
こ
と
と
な
ら
し
め
て
、
其
方
面
の

産
業
を
願
退
す
る
こ
と
と
も
な
り
得
る
。
第
四
に
は
、
清
酒
の
如
き
日
本
濁
特
の
物
に
は
問
題
と
な
ら
ぬ
け
れ
ど

も
、
安
柄
の
や
う
に
世
界
的
販
路
を
待
つ
色
の
に
て
界
貿
が
行
は
る
る
と
き
に
は
、
官
哀
の
手
下
に
外
岡
貿
易
の

準
脱
上
不
利
と
な
る
』
い
ふ
こ
と
一
ナ
ウ
竺

何
故
化
政
策
上
!
ー

に
は
、
政
府
一
か
桐
専
逗
e

佐
賀
行
す
る
矯
め
に
、
第
一
に
は
其
の
酒
と
い
ふ
や
う
な
、
枇
曾
的
道
義
的
ド
弊
官
官
的
多

き
物
'
佐
官
業
と
す
る
の
が
、
本
来
、
道
義
の
支
持
者
た
り
指
導
者
た
る
べ
き
国
家
自
ら
、
之
が
金
業
を
行
ひ
、
主
(

か
ら
し
て
利
益
を
製
ぐ
る
と
い
ふ
結
果
と
な
り
、
其
げ
か
政
府
の
又
は
国
家
の
高
山
川
な
る
使
命
と
矛
盾
す
る
こ
と
と

な
っ
て
、
幽
民
に
封
し
道
義
上
、
不
良
な
る
影
響
を
有
つ
。
第
二
に
は
、
従
来
の
濁
立
な
る
令
業
者
を
滅
少
し
、

官
僚
的
使
用
人
を
増
加
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
国
民
に
於
け
る
自
主
の
精
神
を
弱
め
る
と
い
ふ
こ
と
丸
あ
る
第

三
に
ほ
、
専
責
下
に
ち
、
多
少
、
密
造
密
檎
入
の
算
を
伸
一
ふ
の
を
免
れ
な
い
。

川
政
治
上

!
l

に
は
第
一
に
、
従
来
の
視
か
ら
専
貢
に
移
る
矯
め
に
、
議
舎
の
政
府
に
封
す
る
股
督
が
弛
む
と
い
ふ
傾
が
ゐ
る
。

第
二
に
は
、
政
府
自
身
、
持
働
者
使
用
人
を
多
〈
使
ふ
と
い
ふ
に
於
て
、
今
日
の
一
労
働
争
議
の
踊
出
時
代
に
、
政

、
調
の
事
責
に
就
き
て

7L 
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酒
の
事
責
に
就
き
て

四
O 

府
も
が
其
渦
中
に
捲
き
込
止
ま
れ
て
.
其
の
矯
め
政
府
の
威
信
'T
落
す
と
い
ふ
こ
と
も
J
m
U
Q
O

此
れ
も
亦
考
慮
す
べ

き
事
柄
で
は
あ
る
。

結

論

以
止
要
之
、
柄
。
尊
買
い
し
は
、
政
的
上
、
粧
桝
[
一
、
経
営
技
術
』
、
帰
宅
々
か
上
か
ら
考
慮
す
べ
き
諸
か
蝕
黙
を

宵
コ
7
1
v
J
D

、

p
'
l
A
4
 

財
政
欣
入
上
、

課
税:

tR宵
1exkF」l
州
よ

Je
こ
土

Ej一
¥
吉
正
月
J

h
フ
)
、
二
ノ
ご
す
-
5
)
民
司

i
f
S
F
i
-
-
J
i
J
Z
E
t↑
j
E月
f
r
v
c
i
-
4
i
;
J京
寸

l
u
宇
佐

の
財
源
難
時
代
に
は
之
に
依
る
こ
と
が
最
便
宜
な
る
方
策
で
あ
り
、
そ
し
て
之
に
附
帯
し
て
何
程
か
我
国
猫
特
な

る
米
問
題
の
解
決
に
も
資
け
と
潟
し
得
る
。
特
に
他
日
、
財
源
に
つ
い
て
齢
裕
を
見
る
の
時
機
と
も
な
ら
ば
、
之

を
数
化
保
健
政
策
に
も
利
用
し
て
、
園
民
を
文
化
的
に
指
導
す
べ
き
幽
家
の
大
使
命
を
も
完
全
に
達
成
し
得
る
で

J

の
p
ヮ，フ。
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